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◇◇ 近畿病院図書室協議会 ◇◇

第２０回 総 会 報 告

近畿病院図書室協議会第２０回総会は、１９９４年３月２５日（金）午後２時１５分より、淀川キ

リスト教病院本館５階講義室で開催された。当日の出席は３１機関、委任状提出機関は３５機

関であった。

白方誠禰会長の挨拶のあと、議長に中嶋和子（西宮市立中央病院）、副議長に浦谷圭子

（大阪逓信病院）、書記に浜口恵子（高槻赤十字病院）の各氏を選出し議案審議に移った。

提出議案は７題でそれぞれ満場一致で可決された。

会長、事務局長は役員会で選出された現白方誠禰会長、現小田中徹也事務局長がそれぞ

れ承認された。役員改選では幹事１０名、会計監査２名が選出された。

総会に先だって特別講演「医療と医療訴訟」（東幸生氏 弁護士・大阪医療問題研究会）

が行われた。

議案日程

議案Ｉ 平成５年度活動報告

議案Ｈ 平成５年度会計報告・監査報告

議案Ⅲ 平成６年度活動方針

議案ＩＶ 平成６年度事業計画

議案Ｖ 平成６年度予算

議案ＶＩ 役員改選

一小 憩一

議案Ⅶ 会長・事務局長承認

議案Ｉ 平成 ５年度活動報告

はじめに

今年度は４月からの製薬業界の営業活動の

自粛が病院図書室にも大きな影響をおよぼし

たことがまず挙げられる。会員各図書室では

特に文献の相互貸借が激増し、また文献検索

のためのＣＤ－ＲＯＭ版データベースの導入も顕

著となった。さらに、スライド作成のための

パソコンの新たな設置なども多く見られる。

この状況は病院において医学情報活動を担

う図書室の役割があらためて再認識されたと

も考えられるが、担当者の新たな配置や補充

などには反映されず、業務量の急増だけが目

立っている。このことは担当者の協議会活動

への事業協力にも大きな影響をおよぼし、年

来の課題を解決するまでには至れず、また継

続事業の遂行にも大きな負担をもたらした。

他方、当協議会に対する外部からの期待は

－７６－



大きく、今年度は新たに２０機関が入会し、現

在も問合わせのあった数機関からの入会も予

想されている。その多くは文献入手を主な目

的としていることが窺われる。地域的には特

に兵庫県と東海地区からの入会が目立ち、ま

た、範囲は青森県から鹿児島県までの広がり

を示している。したがって、現在の総会員数

９６機関のうち近畿地区外の会員は約３分の１

近い２９機関を占めている。

文献の相互利用と新入会員の急増にたいし、

当協議会では各事業の中にそれらをテーマと

した企画をたてて対応した。勉強会や各研修

会のプログラム、また、会誌の『病院図書室』

でも「相互利用」を特集記事に取り上げて会

員の啓蒙に努めた。さらに、現行雑誌所在目

録の作成や全国の大学医学図書館へのＦＡＸ

文献申込みについてのアンケートもその一環

であり、各会員には有用なものと思われる。

ところで、昨年からの懸案となっていた会

の名称については今年十分な取組みができな

かった。この問題は、日本医学図書館協会の

組織や制度を改革していこうとする動きなど

会外の状況が流動的でもあり、担当者だけで

はなく会員の病院管理者も含めて考えていく

べき課題と思われる。

また、懸案の医学雑誌の総合目録の改定に

ついては、漸次作業を進めているが残念なが

ら年度内の発行には至らなかった。編集過程

の中で幾つかの困難もあったが、会員各位の

理解と協力を得て早急に完成させたい。

現在、協議会活動に携る役員や事業協力者

は各図書室業務量の増加もあり負担は大きく

なっている。協議会事業の維持と発展には今

後、新たな会員からの事業への積極的な参加

が待たれる。また、作業の外注などによる負

担軽減も考えていきたい。

Ｉ － １ 各事業部報告

Ｉ－１－１．研修部

［第３回勉強会］

日時：１９９３年５月２６日（水） １３：００～１７：００

－７７
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場所：淀川キリスト教病院 オリーブ棟３階

会議室

会費： ５００円

内容：相互貸借業務について

プログラム

１．概論 講師 首藤佳子

（星ヶ丘厚生年金病院）

２．基本編 講師 徳田雅子

（大阪府立母子保健総合医療センター）

３．応用編 講師 山室真知子

（京都南病院）

４．受付側から 講師 松本純子

（住友病院）

５．実習 講師 林 伴子

（社会保険神戸中央病院）

参加者：２７名（うち非会員４名）

［第６８回研修会］

日時：１９９３年７月２日（金） １０：００～１６：１５

場所：西宮市立中央病院 ３階講義室

会費：会 員 １，０００円

非会員 １，５００円

プログラム

１．相互貸借業務について

①近畿地区医学図書館へのファックス

申込方法と近病図協会員への研修部

アンケート報告

報告 研修部

②ＭＲの文献提供の自粛による影響と

病院図書室

司会 小田中徹也（国立京都病院）

③相互貸借の手続きについて

一質疑応答－

２．丸善ＭＡＣＳ２外国雑誌一括発注システム

について

講師 古田健一

（丸善外国雑誌センター営業促進課）

３．［医学の基礎知識］ＭＲＳＡについて

講師 西尾 晃

（社会保険神戸中央病院内科部長）

参加者：４１名（うち非会員１１名）
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［第５回名古屋研修会］

日時：１９９３年１０月３０日（土） １０：００～１６：００

場所：名古屋第二赤十字病院

加藤化学記念カンファレンスホール

会費：会 員 １，０００円

非会員 ２，０００円

プログラム

１．事例報告

①文献の相互利用業務を始めて３年

安江聖子（国立名古屋病院）

②文献の相互利用業務に追われる毎日

の中で

伊佐治裕子（名古屋記念病院）

２．東海地区医学図書館と文献複写サービ

スに関するアンケート調査報告

報告 大橋真紀子

（社会保険中京病院）

３．国立大学医学図書館と病院図書室にお

ける相互利用の現状

講師 新堂富生

（三重大学医学図書館図書係長）

講師 森 一雄

（岐阜大学付属図書館図書館専門員

兼医学部分館図書係長）

４．フリーディスカ－ツション

参加者：２７名（うち非会員１１名）

［第６９回研修会］

日時：１９９３年１２月 ８日（水）

場所：淀川キリスト教病院

会費：会 員 １，０００円

非会員 １，５００円

プログラム

１０：００～１６：００

本館チャペル

１

２

３

医学図書館へのファックスの文献申込

方法

報告 研修部

近畿病院図書室協議会「現行雑誌所在

目録」の編集作業について

報告 「現行」編集委員 徳田雅子

（大阪府立母子保健総合医療センター）

日本語医学文献の探し方

講師 首藤佳子

７８－

（星ヶ丘厚生年金病院）

４．医学中央雑誌ＣＤ－ＲＯＭ検索方法

一講義と実習一

講師 斎藤元弘

（医学中央雑誌刊行会電子出版課）

参加者：４７名（うち非会員７名）

［第７０回研修会］

日時：１９９４年 ３月２５日（金） １０：００～１２：００

場所：淀川キリスト教病院

会費： ５００円

プログラム（事例・研究報告会）

１．徳洲会病院内での相互貸借業務

大久保 緑（宇治徳洲会病院）

２．入会１年生の１年間を振り返って

寺渾裕子（関西労災病院）

３．看護図書館協議会の紹介

林 志穂

（日本赤十字愛知女子短期大学図書館）

４．ＪＭＬＡ加盟館に対してＦＡＸにおけ

る「文献複写依頼」アンケート調査を

実施して

報告 前田元也（西淀病院）

会誌編集部一同

５．ＣＤ－ＲＯＭ文献検索の利用者記録

小田中徹也（国立京都病院）

座長 大橋真紀子（社会保険中京病院）

参加者：２９名（うち非会員 Ｏ名）

今年度は研修会３回と名古屋研修会、勉強

会を企画し開催した。

新入会員、新任担当者向けの勉強会は例年

通り少人数を想定して「相互貸借」実務の基

礎講座を企画したが、予想を上回り通常研修

会に匹敵する参加者数を得た。

第卵回研修会は、外国雑誌の発注の参考に

なるようにと、昨年の紀伊國屋書店に引き続

き今年は丸善のものを紹介した。［医学の基

礎知識］では、ＭＲＳＡの最近の話題を知る

ことができた。

第丿 回名古屋研修会は、名古屋地区の会員

で組織した実行委員によって企画運営された。



病院図書室からは相互貸借業務の現状報告が

なされ、国立大学医学図書館の講師から助言

を得た。

第６９回研修会は、日本語医学文献検索を取

り上げた。参加者数が多く急速、会場を変更

した。初心者向け講義の中に検索事例を盛り

込み、医学中央雑誌ＣＤ－ＲＯＭ検索の問題

点を考え、つづく「医学中央雑誌ＣＤ－ＲＯ

Ｍ」の講義の中でその問題解決の糸口を模索

した。

第７０回研修会（事例・研究報告会）は、６

題の発表があった。

＜まとめ＞

人員不足により研修部員ひとりひとりの負

担が増えた。図書室内外の業務に忙殺されな

がらも毎月１［回］研修部会議をもち、年間スケ

ジュールに基づき、会員へのアンケート調査

を実施し研修会企画を進めた。当初予定して

いた秋の勉強会は開催できなかったが、この

研修部会議の中で「現行雑誌所在目録」編集

企画が生まれ実現できたことは大変よかった。

特筆すべき点は、例年１０名前後の参加を

もって開催されてきた基礎実務講座の勉強会

に通常の研修会程度の参加者があったことで、

これは明らかに４月からの「ＭＲの情報提供

自粛」の影響と思われる。今年度は企画内容

もこの１点に終始した感があり、その後の研

修会には必ず「ＭＲの情報提供自粛」対策と

もいえる企画を立て、会員もそれを望んで意

欲的に参加している。非会員で研修会に参加

した機関がそののち協議会に入会されたのが、

今年の特徴だった。

今年度は研修部員として、昨年に引続き社

会保険神戸中央病院の林伴子氏の協力を得た。

次年度は、春の勉強会に実務基礎講座、通

常研修会にはその時のテーマに即した事例報

告を必ず入れることとし、年度末の事例・研

究報告会の形式はやめ実務講座を実施するこ

とを検討したい。急激に増加した新入会会員

への研修体制をとるために研修部員を増員し

たい。

７９
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Ｉ－１－２．編集部

今年度は１３巻１号～４号を発行し、現在１４

巻１号を印刷中である。機関誌の発行形態を

一新してから２年が経過したが、編集方針は

初年度を引き継いで特に新しいものは取り入

れなかった。まずは変更後の新機関誌の定着

に力を注いだということである。

今年度を総括すれば、主な点は以下のとお

りであ る。１．会員数や購読会員数の増加に

伴って発行部数を１３巻３号より ３００部に増や

したこと。２．昨年は諸般の事情により各図書

室の日常業務量が増え、編集体制を見直す必

要が生じたこと。３．１号あたりの頁数が当初

の予定をかなり上回ったこと。４．購読会員の

募集をしたこと、等である。

病院図書室の現状では担当者による定期刊

行物の発行はかなり負担になるが、今しばら

くは現在の形で発行を続けていきたい。

１。各号の発行日、頁数、発行部数、主な記

事

１３巻１号（１９９３／３／１８発行） ４４ｐ ２００部

特集：患者への図書サービスほか。

１３巻２号（１９９３／６／２５発行） ３５ｐ ２００部

協議会第１９回総会報告ほか。

１３巻３号（１９９３／１０／１４発行） ５０ｐ ３００部

特集：外国雑誌の流通と購入方式ほか。

１３巻４号（１９９３／１２／２８発行） ４２ｐ ３００部

ＮＡＣＳＩＳの基礎知識等、寄稿やシリーズ記

事ほか。

＊発行日の遅れはもっとも大きい時で約１ヵ

月半。また、平均頁数は４２ｐで予定の３０ｐを

超過した。

２。発行経費

１３巻１号～４号の印刷費，郵送費，著者へ

の謝礼等を併せて発行に要した費用は １，１１４，

３２０円であった。これは予算 １．０５０，０００円に

対し，６４，３２０円の赤字である。これは年度途

中より発行部数を増やしたことによって１３巻

３、４号が１号あたり約２～３万円程度の加
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算となったことがもっとも大きい。その他、

各号の頁数が予定を超えたことである。

３。広告収入

年間契約：厚生社（２０，０００円）

暁工房（２０，０００円）

ナカバヤシ（４０，０００円）

単 発：丸善（２５，０００円）

ユサコ（１２，０００円）

学研（５，０００円）

計 １２２，０００円

４。編集体制

今年度は従来どおりの６人のスタッフで各

業務ごとの分担制で編集を行ったが、先にも

述べたとおり各担当者の日常業務量がたいへ

ん増加しており、スタッフを増やして各号分

担制にすることを検討している。また、出稿

をフロッピーで行うなどレイアウトや校正の

省力化を検討することになった。

編集会議は今年度２回、開催日等は以下の

とおり。

第１［回］（１９９３／６／２３） 淀川キリスト教病院

第２回（１９９３／１１／１０） 同上

５。今後の課題

昨年度に引き続いて編集体制の強化、定期

刊行のためのスケジュールの見直しが最重要

課題である。また、新会員の増加に伴って記

事内容の再検討が必要である。

１－１－３．統計調査部

１．重複雑誌目録の発行

ａ．対象期間：１９９２年（１－１２月）発行の和・

洋雑誌で各図書室が重複して

受け入れたもの

ｂ．作業経過：１９９３．６．２１ 調査用紙発送

（会員８４施設）

１９９３．７．２１ 回答締切

１９９３．８． 集計・印刷

８０－

１９９３．９．１ 日録発送

（会員９０施設）

ｃ．参加施設：２８施設（参加率３３％）

ｄ．重複雑誌タイトル：

１８８誌（和雑誌７３・洋雑誌１１５）

ｅ．印 刷 費：１０００円

例年、重複雑誌調査に参加する施設が少な

いようである。次年度は製本時期が遅い施設

のために調査時期を遅らせて、より多くの施

設からデータを提出して頂けることを期待す

る。

２．図書室統計調査報告書の発行

ａ．対象期間：１９９２年４月～１９９３年３月での

図書室状況

ｂ．調査項目：施設の現況／施設・建物／職

員／図書委員会／蔵書／経費

／整理業務／利用者サービス

／視聴覚資料・所有機器／図

書室出版物／所蔵二次資料

ｃ．作業経過：１９９３．９．１０ 調査用紙を発送

（会員９０施設）

１９９３．１０．１２ 回答締切

１９９３．１１．１ 未提出施設へ督

促

１９９３．１２ 集計・印刷

１９９４．２．１０ 幹事会で集計方

法の一部変更を

検討

１９９４．２．１５ 報告書の発送

（会員９６施設および地域病院

図書室ネットワーク８機関）

ｄ．参加施設：７２施設（参加率８０％）

ｅ．印 刷 費：９８００円

図書室の概要を、担当者以外の人にも把握

しやすいよう報告書の形式を一部変更した。

今年度からは製薬会社の文献サービスが自粛

となったので、図書室へのその影響について

早く報告したく、次年度の調査は早めに実施

したいと思う。



３。文献の相互貸借

１９９２．４～１９９３．３における当協議会全体の件数

受 付

病院図書室 Ｖｏｌ．１４ Ｎλ２，１９９４

協議 会 加 盟 施 設 ２５７８件（８３％）

協 議 会 加 盟 以 外 ３７２件（１２％）

上 記 区 別 な し １６０件（ ５％）

合 計 ３１１０件

依 頼

（内、現物貸１件）

協 議 会 加 盟 施 設 ３１６５件（３３％）

ＪＭ Ｌ Ａ 加 盟 館 ３９９４件（４２％）

海外（ＢＬＤＳＣなど） ９件（ Ｏ％）

そ の 他 ２３３３件（２４％）

上 記 区 別 な し ６１件（ １％）

合 計 ９５６２件

（内、現物貸９件）

＊ 平成４年度の数字であることにご留意ください。

Ｉ－２ 組織活動について

Ｉ－２－１．幹事会

今年は幹事９名のうち２名が年度途中から

休暇などにより会の運営や事業活動に就けな

かったため、残りの幹事で分担して事業を消

化した。したがって、継続事業の維持が主な

協議題となった。

① ４／２１：星ケ丘厚生年金病院（幹事の担当

事業決定、各事業部年間計画、ＦＡＸ文

献申込みのアンケート、会誌『病院図書

室』の販路拡大）

② ５／１０：国立京都病院（各事業の経過報告

と協議、医学雑誌の現行所在目録の作成）

８１－
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③ ８／２６：淀川キリスト教病院（各事業の経

過報告と協議、東海地区の実務研修病院

に社会保険中京病院に依頼）

④１０／２１：大阪府立母子保健総合医療センタ

ー（各事業の経過報告と協議、ＦＡＸ基

準料金の改定、休職幹事の担当分担）

⑤１２／１６：国立京都病院（各事業の経過報告

と協議、ＦＡＸ文献申込みの全国的アン

グート、会費滞納会員の扱い）

⑥ ２／１０：京都南病院（年間総括、役員会、

総会の準備）

１－２－２．役員会

平成６年２月２１日、淀川キリスト教病院に

おいて開催された。事務局、各事業部から今

年度の活動報告があり、また来年度の活動方

針や事業計画について討議された。報告では、

特に昨年４月からの製薬業界の営業活動自粛

が各図書室や協議会に与えた影響について強

調された。

来年度の事業計画では、当協議会の創立２０

周年の記念事業を挙行することになり、記念

の行事や発行物を実行委員会を設置して企画

し事業化することにした。

平成６年度の会長には白方誠禰現会長（淀

川キリスト教病院院長）が、事務局長には小

田中徹也現事務局長（国立京都病院図書室司

書）が会則に基づき選出され、総会での承認

を受けることになった。

Ｉ－２－３．会員の状況

会員数：９６機関（近畿外；２９機関、病院外

；７機関）

異 動：入会；２０機関

（内訳）国立名古屋病院、健康保健東濃病

院、市立岸和田市民病院、岐阜赤

十字病院、関西労災病院、公立学

校共済組合近畿中央病院、神戸徳

洲会病院、埼玉医療生活協同組合

羽生病院、千葉西病院、神戸労災

－８２－

病院、健生病院、兵庫県立尼崎病

院、市立舞鶴市民病院、名古屋記

念病院、神戸市立中央市民病院、

大隅鹿屋病院、明石市立市民病院、

市立砺波総合病院、姫路聖マリア

病院、兵庫県立姫路循環器病セン

ター

退会；なし

Ｉ－２－４．対外交流

（１） ＪＭＬＡ及び近畿地区医学図書館協議会

第５６回地区例会（Ｈ５／５／１４奈良県立医科大

学）に幹事の加島民子氏と松本純子氏出席。

第５７回地区例会（Ｈ５／１０／６和歌山医科大学）

に小田中徹也（事務局）と伊藤りつ子氏（和

歌山労災病院）が出席。第５８回地区例会（Ｈ６

／１／２７天理よろづ相談所病院）に小田中徹也

（事務局）が出席。ＪＭＬＡ第６４回総会（５／

２０－２１ 川崎医療福祉大学）に幹事の山室真知

子氏、前田元也氏、林伴子氏が出席。

この他にも例年どおり出版物の協会会員価

格での頒布案内や各種研修会の案内があった。

また、名古屋研修会では例年通り当地区の医

学図書館から講師として協力を受けた。なお、

ＪＭＬＡでは組織を再編すべく会則改定の動

きがあり、入会基準の撤廃や個人会員制の導

入も検討されている。来年度にこれらが具体

化するかどうか注目される。

（２）日本病院会

今年度の全国図書室研究会（８／５－６静岡）

の開催については後援名義使用に協力した。

また、これまで隔年に関西地区での開催に協

力してきた当研究会の来年度以降の開催につ

いては未定である。

（３）その他

病院図書室研究会（関東中心）や県単位の

病院図書室ネットワークとは今年度も出版物

の交換などの交流を行った。その他、関連学

会での会員の発表や雑誌への投稿があった。

（学会・論文発表参照）



１－２－５．学会活動

［学会発表］

剛 第１０回医学情報サービス研究大会（６月、

東京）

患者サービスとＭＲＳＡ院内感染

京都南病院 山室真知子

高山赤十字病院 木下久美子

（２） 第１０回医学情報サービス研究大会（６月、

東京）

シンポジウム「医学情報サービスの課題

と将来」病院図書室ネットワークの課題

星ケ丘厚生年金病院 首藤佳子

［論文執筆］

（１）小田中徹也（国立京都病院）

ＭＲの文献情報サービス自粛の影響

［Ｑ＆Ａ欄］

医学図書館 ４０（３）：３４２，１９９３

（２） 首藤佳子（星ケ丘厚生年金病院）

病院図書室ネットワークの課題

医学図書館 ４０（４）：３７７－３８１，１９９３

（３）小田中徹也（国立京都病院）

近畿病院図書室協議会紹介 図書館年

鑑 １９９３年度版 日本図書館協会

（４）山室真知子（京都南病院）

患者図書サービスとＭＲＳＡ院内感染

ほすぴたる・らいぶらりあん １８（３）：

７０，１９９３

（５）小猿友子（耳原総合病院）

結核とミルキー

ほすぴたる・らいぶらりあん １８（３）：

６５．１９９３

（６）松田智恵子（大阪府済生会泉尾病院）

病院図書室をみなおしてほしい

済生 （Ｎｏ．７７２）：２２－２４，１９９３

Ｉ－３ 会員委託サービスセンター

－８３
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Ｉ－３－１．ＢＬＬＤセンター

（１９９３．２．２１～１９９４．２．１５．）

１。クーポンの出納

前年度繰越クーポン

今年度購入クーポン

今年度払出クーポン

クーポン残り枚数

－１９枚

－

４３枚

２。現金の出納

前年度繰越金 ２８，３４０円

今年度 クーポン利用料３１，５００円

クーポン購入費 －２９，４００円

残 高 ３０，４４０円

＊クーポン購入は１９９３年８月２７日、

丸善より。

３。センターの利用状況

（１）利用件数 ２５件（うち謝絶９件）

（２）利用した施設 １０病院

（内訳：高山赤十字、小牧市民、京都市

立、京都南、国立大阪、大阪府立成人

病、淀川キリスト教、高槻赤十字、大

阪府立母子保健、松山赤十字）

４。今年度は例年に増して利用が多かった。

ＢＬＤＳＣセンターの逐次刊行物所蔵目録は

発注済みであるがまだ納品されていない。

Ｉ－３－２．規格用紙サービスセンター

（１） 規格用紙の利用状況

別掲の通り
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（１） 規格用紙の利用状況

規 格 用 紙 の 種 類 利用枚数 機関数 売上金額

相互貸借用往復ハガキ（ネーム入）

相互貸借用往復ハガキ（ネームない

逐次刊行物受入カード（Ａ様式）

逐次刊行物受入カード（Ｂ様式）

４，５００

９７０

１．１５０

７００

８

８

８

４

６９，５２５

１３，９８７

１６．５８３

１０，０９４

合 計 ７，３２０ ２８ １１０，１８９

＊売上金額には消費税を含む

（２） 規格用紙の受払状況

規 格 用 紙 の 種 類 繰越枚数 作成枚数 売上枚数 残 部

相互貸借用往復ハガキ（ネーム入）

相互貸借用往復ハガキ（ネームなし）

逐次刊行物受入カード（Ａ様式）

逐次刊行物受入カード（Ｂ様式）

０

１５０

２５０

１００

４．５００

１．０００

１，０００

１，０００

４．５００

９７０

１，１５０

７００

０

１８０

１００

４００

（３） 規格用紙関係 現金の出納

収 入 金 額 支 出 金 額

前年度 繰越金

今年度 売上金

１０，２７５

１１０，１８９

ハガキ・カード作成費
（＠１５．００×７５００）

消費税

送 料
包装 ＢＯＸ

１１２，５００

３，３７５

６，１６０
８８０

合 計 １２０，４６４ 合 計 １２２，９１５

来年度繰越金 －２，４５１円

注）今年度より印刷代値上げにより単価１６円となり、小包料金の改定により５００枚以上の

場合も送料を負担していただくことになります。

－８４－



病 院図 書室 Ｖｏｌ．１４Ｎａ２，１９９４

議案ｎ 平成５年度近畿病院図書室協議会会計報告・監査報告

（収入の部）

単位：円

費 目 予 算 額 決 算 額 摘 要

前年度繰越金

会 費

事業収入

会誌購読会費

雑誌総合目録

研修会費

その他

その他

５０６，７００

１，７９５，０００

１，０８５，０００

（２１０，０００）

（７７０，０００）

（１０５，０００）

－

－

５０６，７００

２，０９０，０００

４４２，５００

（２７１，５００）

（Ｏ）

（１６０，５００）

（１０，５００）

１２７，８１６

Ｈ５ ８７会員 １，７４０，０００

Ｈ４ ７会員 １０５，０００

Ｈ３ ３会員 ４５，０００

Ｈ２ ２会員 ３０，０００

入会金 １７０，０００

（１７会員）

１０，０００× ２

７，０００× １

６，０００×４０

４．５００× １

第６７・６８・６９回研修会

第３回勉強会

名古屋研修会

会誌売上

銀行利息 １，７２８

会誌広告料 １２２，０００

抜き刷り代 ４，０８８

合 計 ３，３８６，７００ ３，１６７，０１６

８５
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（支出の部）

単位：円

費 目 予算額 決算額 差引増△減 摘 要

総会費

事務費

通信費

交通費

事業費

会誌発行費

研修会費

総合目録改定版

その他の事業

資料費

雑 費

７０，ＯＯＰ

５０，０００

７０，０００

２５０，ＯＯＰ

２，３９０，０００

７２，３３５

６６，００９

７７，２５７

２４８．７４０

１，３６３，００７

△ ２，３３５ 選挙・議案書費用

特別講演謝礼，交通費

振込料、封筒印刷、ゴム

印、アドレスラベル、年

賀状、他

事務局、各部会連絡、会

員宛通信費、入会案内、

他

幹事会、役員会、各部会、

ＪＭＬＡ例会、ＪＭＬＡ総会

会誌１３巻（１，２，３，４）

印刷費、発送料、図書

券、他

第６７・６８・６９回研修会

第３回勉強会

名古屋研修会

重複雑誌目録

年次統計調査

現行雑誌所在目録

学術雑誌総合目録

（和文編）

ＪＭＬＡ総会参加費他

△ １６，００９

△ ７，２５７

１，２６０

１．０２６，９９３

（１，０５０，０００）

（２４０，０００）

（８００，０００）

（３００，０００）

１００，０００

４５６，７００

（１，１１４，３２０）

（１６３，６９２）

（Ｏ）

（８４，９９５）

６６．４９９

８１，４５５

（△６４，３２０）

（７６，３０８）

（８００，０００）

（２１５，００５）

３３，０１

３７５，２４５

合 計 ３，３８６，７００ １，９７５，３０２ １，４１１，３９８

－８６－
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⑩

代

美

久

泉

富

中

重

田

加入があり来年度には １００会員を越すことが

予想される。

病院図書室は医療の中で多くの困難な問題

をかかえてはいるか、徐々にその役割を認識

され期待もされている。当協議会は多様な図

書室が会員となっているが、これまでの実績

を生かし今後さらに多くの病院図書室の相互

－８７－
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単位：円

収 入 金 額 支 出 金 額

前年度繰越金

会 費

事業収入

会誌購読会費

雑誌総合目録

研修会費

その他

その他

５０６，７００

２，０９０，０００

４４２，５００

（２７１，５００）

（Ｏ）

（１６０，５００）

（１０，５００）

１２７，８１６

総会費

事務費

通信費

交通費

事業費

会誌発行費

研修会費

総合目録改定版

その他の事業

資料費

雑 費

翌年繰越金

７２，３３５

６６，００９

７７，２５７

２４８，７４０

１，３６３，００７

（１，１１４，３２０）

（１６３，６９２）

（Ｏ）

（８４．９９５）

６６，４９９

８１，４５５

１，１９１，７１４

合 計 ３，１６７，０１６ 合 計 ３，１６７．０１６

上記決算については、会計監査を終了しました。

平成６年３月１１日

議案Ⅲ 平成６年度活動方針

１９７４年秋に機関加盟の団体として当協議会

が成立してから今年で２０年になる。近畿地区

の２２の病院から出発した当協議会はこの間、

近畿地区外からまた医療関連教育施設からも
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協力の場になっていくよう努めていきたい。

そうした意味からも来年度は設立２０周年を

記念する事業を企画し、これからの当協議会

のありかたや、病院図書室の新たな役割を探

る端緒としたい。具体的には、記念事業の実

行委員会を組織し、そこで記念的研修会の開

催や会誌『病院図書室』の記念号の発行など

の事業化の検討、また、昨年来の懸案となっ

ている会名称の検討や、『総合目録』改訂版

の完成などが考えられる。

継続事業では、研修会や勉強会の開催、会

誌の発行、年次統計調査をはじめ、今年度か

らはじめた会員の所蔵する医学雑誌の現行所

在目録を来年度も発行する。特に、今年度入

会の多かった兵庫地区や東海地区での勉強会

は早々に実現したい事業である。

なお、これらの協議会事業は幹事をはじめ

一般会員からも多数の協力者を得て実現する

ことができた。しかし、この中には永年携っ

てきた会員担当者もあり、徐々に協議会活動

の運営を交替して運営体制を刷新することも

考えていかなければならない。そのため、会

員からの新たな事業参加が特に期待される。

対外交流では、日本医学図書館協会（ＪＭ

ＬＡ）の動きが最も注目され、入会基準の撤

廃や個人会員制の導入などの改革が病院図書

室に好結果をもたらすことが期待される。ま

た、全国各地の病院図書室ネ’ツトワークとも

従来どおりの交流をもち、さらに協力を深め

ていく道を探っていきたい。

議案Ｆ 平成６年度事業計画

１。医学文献情報活動の推進

「医学雑誌総合目録」改訂版の発行と資

料分担保存の実現、現行所在目録の発行

２．教育研修活動の継続

定例・名古屋研修会、勉強会の開催、諸

研究研修会への案内と参加奨励

３．出版広報活動の継続

８８－

会誌『病院図書室』の季刊発行

４．年次統計等の調査活動

年次統計と相互貸借の調査、重複雑誌目

録の作成

５．研究活動の継続

研究や事例発表への助成金制度

６．協力活動の地域的拡大

名古屋研修会と勉強会、兵庫県での勉強

会の開催

７．設立２０周年記念事業の企画と実行

実行委員会での企画と各事業での実行

議案Ｖ 平成６年度予算

別掲の通り

議案ＶＩ 役員改選

選挙管理委員により平成６年度役員改選が

行われ、幹事１０名と会計監査２名が選出され

た。新役員は以下のとおりである。

○幹 事

木下久美子（高山赤十字病院）

首藤 佳子（星ケ丘厚生年金病院）

田中 文子（済生会兵庫県病院）

徳田 雅子（大阪府立母子保健総合医療

センター）

林 伴子（社会保険神戸中央病院）

前田 元也（西淀病院）

松本 純子（住友病院）

村雲 明美（大阪府赤十字血液センター）

山室真知子（京都南病院）

山崎 捷子（淀川キリスト教病院）

○会計監査

伊藤りっ子（和歌山労災病院）

内之丸知江美（大阪府立成人病センター）



（収入の部）

平成６年度 予

（支出の部）

費 目 金 額

前年度繰越金

会 費

平成６年度

平成５年度未納

平成４年度未納

平成３年度未納

入会金未納 Ｈ５

事業収入

会誌購読会費

平成６年度

平成５年度未納

雑誌総合目録

研修会費

定例研修会

基礎実務講座

名古屋研修会

勉強会

その他

そ の 他

１，１９１，７１４

２，１７０，０００

＠２０，０００×９６

ｍ ，０００× ９

＠１５，０００× １

＠１５，０００× １

＠１０，０００× ４

１，１８８，５００

（２７６，０００）

＠６，０００×４５

＠６，０００× １

（７７０，０００）

（１４２，５００）

＠１，０００×３５×２

＠ ５００×３５

＠ｉ，ｏｏｏ×４０

＠１，０００×１５

合 計 ４，５５０，２１４

算
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単位：円

費 目 金 額 摘 要

総 会 費

事 務 費

通 信 費

交 通 費

事 業 費

会誌発行費

研修会費

総合目録

その他の事業

２０周年

記念事業費

資 料 費

雑 費

８５，０００

９０，０００

１２０，０００

３００，０００

３，０４０，０００

（１，２００，０００）

（２４０，０００）

（８００，０００）

（３００，０００）

（５００，０００）

１５０，０００

７６５，２１４

選挙費用，議案書費

用，特別講演謝礼，

交通費

振込料，封筒印刷，

年賀状印刷，他

事務局・各部会連絡

会員通知用

役員会，幹事会，各

部会，ＪＭＬＡ近畿地区

例会，他

会誌「病院図書室」

１４巻１－４号印刷，

送料，執筆料

定例研修会２回，

事例報告会，名古屋

研修会，勉強会

雑誌総合目録改訂版

（国内・外国編）

年次統計報告Ｈ５年

重複雑誌目録Ｈ６年

医学洋書総合目録

ＢＬＤＳＣ逐次刊行物

所蔵目録

慶弔費，接遇費，他

合 計 ４．５５０，２１４

－８９
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議案Ⅶ 会長・事務局長承認

会長は白方誠禰氏（淀川キリスト教病院院

長）、事務局長には小田中徹也氏（国立京都

病院司書）がそれぞれ承認された。

以上をもって第２０回総会を閉会した。

《新 入 会 員 紹 介 》

松山市民病院

〒７９０愛媛県松山市大手町２－６－５

ＴＥＬ．０８９９－４３－１１５１ ＦＡＸ．０８９９－４７－００２６

院長：宮田信煕 担当者：高須賀京子（専）

新野陽子（兼）

公立八鹿病院

〒６６７ 兵庫県養父郡八鹿町八鹿１８７８－１

ＴＥＬ．０７９６－６２－３１３５ ＦＡＸ．０７９６－６２－３１３４

院長：谷 尚 担当者：守本智子（兼）

小山 葉（兼）

－９０－

三菱京都病院

〒６１５京都市西京区桂御所町１

ＴＥＬ．０７５－３８１－２１１１ ＦＡＸ．０７５－３９２－７９５２

院長：村井員二 担当者：須井麻由美（専）

《会 員 異 動》

大阪府立成人病センター

担当者 足立ひとみ

内之丸知江美

→川内一子




